
見て聞いて学ぶ紫式部の一日  紫式部と南越前町 

        2024 年9 月 29 日(日) 

        今庄住民センター （南越前町今庄 84-25） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        南越前町教育委員会へ電話にてお申込みください。  TEL:0778-47-8005 

        令和６年９月１３日（金） 各部とも定員に達し次第締め切りとさせて頂きます 

【第３部】 講談師 四代目玉田玉秀斎 講談会 

演 題：「紫式部が見た越前」 
時 間：午後 1 時 30 分～3 時 

場 所：今庄住民センター 大ホール 

定 員：150 名 （要申込み） 

 

【プロフィール】 

幕末、京都を拠点に活躍した神道講釈師・玉田永教の流れを汲む玉田家の四代目。玉田家は『猿飛佐助』

『霧隠才蔵』『真田十勇士』『菅原天神記』『安倍晴明伝』などを世に広めた一門。当代・玉秀斎はロータリー交

換留学生としてスウェーデンに留学中、逆に日本に興味を持ち、2001 年、四代目・旭堂南陵へ入門。2016

年、四代目・玉秀斎を襲名。現在、三重大学大学院にて忍者を研究中。 

紫式部ゆかりの地ＰＲ事業 

開 催 日 
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【第１部】 紫式部ゆかりの地巡りバスツアー 

時 間：午前 8 時 45 分～10 時 45 分 （受付午前 8 時 30 分～） 

場 所：今庄住民センター駐車場発着 

内 容：「ふくい歴女の会」会長で、コミック版日本の歴史「紫式部」の原作者 

     である後藤ひろみ氏と、南越前町の紫式部ゆかりの地をバスで巡ります。 

定 員：40 名 （要申込み） 

【第２部】 後藤ひろみ氏 講演会 

演 題：「紫式部と南越前町 その人生とつながりをたどる」 

時 間：午前 11 時～12 時 

場 所：今庄住民センター 大ホール 

定 員：150 名 （要申込み） 

 

【プロフィール】 

2010 年に「ふくい歴女の会」を結成。2014 年には福井県立歴史博物館内に「ときめぐる、カフヱー。」をオー

プン。コミック版日本の歴史「紫式部」等の原作を担当し、多くのシンポジウム等にパネリストとして出演。昨

年 8 月に県内の歴史を新たな観光資源として発信する「県歴史コーディネーター」に就任。 

申込方法 

申込締切 



紫式部ゆかりの地巡りバスツアー予定地 今庄住民センター ⇒ ①湯尾峠 ⇒ ②たこの呼び坂 ⇒ ③山中峠 ⇒ ④鹿蒜神社 

長徳 2( 996)年 越前国司の下向ルート（木ノ芽峠越えの北陸道） 

国府から敦賀までの推定ルート（国府→大谷浦→松原客館）※3 
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